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（日本語訳）

あるバンケオ犬の夢

トライシット・ベンチャブンヤシット

　あの日の夕刻のチャトゥチャックマーケットは、あち
こちから様々な目的のためやって来た人々でごった返し
ていました。このウイークエンドマーケットは衣類や食
べ物の安さに加え、ペットを探しに行く所としてもよく
知られています。猫、犬、魚や鳥から珍しい動物に至る
まで、ここに行けば何でも見つかるのです。
　私と娘もあの日、新たな友となる犬を探して群集の中
にいました。
　あちこち店で高価な外国種の犬を見て回りましたが、
（娘が）気に入る子がなかなか見つからず、ついにあた
りはうす暗くなり、他の買い物客も帰り支度を始めてい
ました。私は娘に、また今度来ようと告げ、帰宅の途に
ついたある四つ角で、思いがけなく篭に一匹の黒い子犬
をいれた田舎の婦人と出会ったのです。彼女は、心配事
を胸に抱えた有様で立ち尽くしており、篭の中でおとな
しく座っている子犬は「あたしをもらって。あたしママ
を困らせたくないの」と告げるように、清らかな眼差し
を道行く人たちに投げかけていたのです。
　その夜、我々は家に新しいメンバーを一匹連れて戻り
ました。しかし、この日私がチャトゥチャックマーケッ
トで得た大切なことは、耳の立った黒い子犬だけではな
く、あるペットショップの店先に掲げられていた「犬を
友とする方が、犬畜生の友よりいい」という教訓です。

　３年後・・・。
　ラマ 9世公園は、バンコク市民の憩いの場所として知
られています。特に朝の涼しい時間帯は、運動をする人
たちで賑わっています。2002 年の年末、職場である泰
日経済技術振興協会（TPA）の創立 30 周年記念事業で、
あるマラソン大会出席のため、私はまだ陽の登らない暗
いうちにラマ 9世公園に来るという機会を初めて得まし
た。そこで、多くの人が朝も早いうちからここで運動し
ているということを知ったのです。これは、人々に健康
管理の重要性を説いてきた各機関の努力が実ったと言え
るかと思います。
　ラマ 9世公園の出入り口ゲートは、シーナカリン大通
りから延びてきた大きな通りで、セーリーショッピング
センターに隣接しています。その朝も多くの物売りが道
の両側で店を広げており、あたりは買い物をする人々で
ごった返していました。ほとんどの客は、早朝運動をし
てきた人々で、一運動終わり、家への土産に食べ物や日
用品などを買い求めているのです。

　　「ここはまるでチャトゥチャックマーケットと同じ
だな。違うといえば、動物を売っていないことぐらい
か」などと思いつつ駐車場への道をぶらぶら屋台を冷や
かしながら歩いていると、『バンケオ犬売ります』の看
板を車の屋根の上に掲げた一台の乗用車が目に留まりま
した。興味を覚え車に駆け寄り後ろを覗いたところ、あ
まり大きくない檻の中で、顔が茶色で胴が白い毛のフワ
フワした子犬二匹がふざけじゃれあっていました。
　そばには２、３人の子どもが興味津々で覗き込んでお
り、かたわらでは彼らの親が売り手と話をしていました。
私は、娘がうちの“ボー”の友達としてもう一匹小犬が
欲しいと言っていたのを思い出し、その場で連れ帰るこ
とを決め、値段交渉が終わるや否や、体が大きくすばし
っこそうな子を抱え上げました。私は、生後２ヶ月のバ
ンケオ犬“モーム”を抱え、喜び勇んで車に戻ったのです。
　その朝私は家に新しいメンバーをもう一匹連れ帰った
わけですが、その時、新たな教訓が待ち構えていること
には気づかずにいました。

  以上は、「我が良き友よ」なる私の本の前書きであり、
バンケオ犬に惚れこんでしまった話を書いたものです。
可愛らしく魅力的なバンケオ犬は、多くのバンケオ犬愛
好会を各地に生み出しています。
　
　ニシット・タントラカンポン先生は、30 年ぐらい前
にピサヌローク県のバンケオ犬の振興に努められた獣医
師です。バンケオ犬の経歴や特性、性質、容姿について
次のように述べられています。

　“…バンケオは、ピサヌローク県バーンラカム郡にあ
る地域です。この地域はバンケオ運河沿いに位置するた
め、雨季には毎年洪水に悩まされています。住民のほと
んどは農業か漁業に従事しています。ここがピサヌロー
クの有名なバンケオ犬の生まれ故郷です。
　バンケオ犬が有名なのは、その獰猛さ故です。吼える
前に噛み付く、吼えながら噛み付くなどと言われていま
す。中でも獰猛なものになると、ご飯をくれる人以外の
全ての人に噛み付きます。知らない人が家の前を通りか
かるや否や飛び掛っていくので、全ての人が傷を負わさ
れてしまう有様です。治療代を払い続けるのに耐え切れ
なくなった飼い主は撃ち殺すしかありません。ですので、
バンケオ犬は番犬として重宝されてきました。

沿革　バンケオ犬は、名こそ良く知られていましたが、
この犬の経歴を知っている者はおらず、“狼とタイ犬が
かけあったもの”といううわさがささやかれていた程度
でした。姿かたちや性格から想像するに、バンケオ犬は、
タイ犬、狐そして狼の 3種類のイヌ科の動物がかけ合わ
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さったものとみられます。毛は中毛、尾は丸く、口がと
んがっているところは、狐の特徴です。耳が横を向き、
離れ合っているのは狼の特徴です。

　バンケオ犬を研究している人の話によると、最初のバ
ンケオ犬は、バンケオ寺で生まれたとのこと。その時代
のバンケオ寺には、ある大変慈悲深いお坊様がいらっし
ゃり、凶暴な野性動物が飼い慣らされていたとのこと。
様々な野生動物の中には狼や狐もおり、それが土地の犬
とかけあうことがあったらしい。別に強要されたわけで
なく自然に何代にも渡り掛け合わさってきた結果、バン
ケオ犬が生まれたものと思われています。実際に、今で
もその付近には狐がたくさん生息しています。

習性 /性質　バンケオ犬のいる地域は河の近くにあるた
め、彼らは水浴びを好みます。特に夏場は、走り回って遊
んだ後必ず水に飛び込みます。清潔を好む性質で、うんこ
やおしっこを住んでいる家の中ですることはなく、必ず外
でします。家が筏であったり、雨季に洪水になって家の床
下が水に浸かってしまったとしても、バンケオ犬は、シロ
アリの塚や木材の上、もしくは誰かがうっかりつなぎとめ
たままの船などまで泳いで行ってするのです。
　凶暴な性格で、たとえ自分より大きな犬であっても挑
んでゆきます。（伝書バトの如く）家の場所をよく覚えま
す。飼い主をとても慕いやきもち焼きです。他の犬より
自分が相手をして貰いたがり、もし何頭もの犬を飼いバ
ンケオ犬の前で他の犬を可愛がっている様子を見せたと
したら、主人が見えなくなった途端、バンケオ犬はその
犬に攻撃を加えます。食事についても同じです。もし他
の犬に先に食べさせたならば、無理やり割り込むかその
犬に噛み付きます。また、むかつく犬がいたら常にいじ
めまくります。…” 

　ニシット・タントラカンポン先生がバンケオ犬の振興
に努められた結果、今では、海外も含む国内のいたる地
域で飼われるようになりました。バンケオ犬に関係した
協会や愛好会もたくさんできています。これらの協会や
愛好会では協議の結果、下記のようにバンケオ犬の標準
規格を定めました。
●外貌：体型が正方形の中毛犬。筋肉が発達しており強
健で俊敏である。

●習性 /性質：明朗できりりとしている。忠節で飼い主
にとても良く懐く。自信家で、臆病心をもたず、勇敢
である。宝物をしまいこむ習性あり。聡明で、訓練に
より仕事をさせることも出来る。

●毛色：白－茶色、白－黒色、白－灰色、
●毛質：中毛。中は密度が濃い柔らかな毛で、外側は太
目のまっすぐな毛の２層構造

●尾：根元は太くふさふさしており、背に向かって丸ま
る

●耳：前向きで、顔とバランスの取れた小さな三角形で
ある

　現在のバンケオ犬は改良されています。美しく感情面
でも穏やかです。凶暴さや疑い深さはなくなり、一般社
会に受け入れられる犬になりました。地方レベルや国際
基準レベルでのバンケオ犬コンテストもさかんに開催さ
れています。AKUアジア犬連合 (Asian Kennel Union)
では、タイのバンケオ犬をAKUレベルのコンテストに
参加することを承認しています。遠からず、FCI 国際犬
連合でも、我らがタイのバンケオ犬が、国際大会に参加
することが承認される日が来ると信じています。

　一目見たら愛さずにはいられない愛らしく魅力的なバ
ンケオ犬であっても、飼い主が正しく飼わないならば、
犬が凶暴になり飼い切れなくなることもあるでしょう。
バンケオ犬を飼いたいと思っている人は、バンケオ犬愛
好会 (http://www.bangkaew.com/elearning2) など様々
な情報発信地から情報を得て勉強すべきです。
  皆さんがバンケオ犬を愛し理解したならば、彼らはあ
なたの最も良い友達となることでしょう。「犬を友とする
方が、犬畜生の友よりいい」とあるように、あなたを裏
切ることは決してありません。
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